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超高速システム開発のご提案 
第三の道【ZeroCoder】  

システム開発の最終兵器 

ミウラ株式会社 
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第一の道、スクラッチ開発 

人海戦術！ 
長時間労働・大変だ

！！ 

第二の道、その1： パッケージ利用 
壁や制約が多すぎて 

思う通りに出来ないよ！！ 

つまり、オーダーメイド開発。 
何でも対応可能だが、 
期間長い・コスト高い・品質不安定に悩む 

業務にぴったり当てはまれば最適だが、 
何かカスタマイズすると、大変な場合が
多い。 

リッチで使い勝手が良いWeb業務システムを、”ゼロ”コーディングで開発します 
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第二の道、その2： ソース自動生成 

楽と思ったが・・・結局、 
コーディング戦場が 
変わっただけ？！ 

ソースジェネレータ という高速開発ツールに
よる開発 
 

リッチで使い勝手が良いWeb業務システムを、”ゼロ”コーディングで開発します 

「穴」埋め・・・なるほど 
簡単で速いはずだが、 

問題は何処まで対応できるか？ 
・・・ 

 ①開発 & 稼働 & 保守 の三位一体 
 ②BPM & EII    & Olap  の三位一体 

第三の道、リポジトリ・エンジン内蔵 
定義から画面、帳票、処理を動的に生成する。 
ZeroCoderはこれをベースに「穴」埋め手法とScript機
能を提供、あらゆるニーズへの対応が可能 

ZeroCoder!! 
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リッチで使い勝手が良いWeb業務システムを、”ゼロ”コーディングで開発します 

（２）各種開発ツールの相違点 
項目 位置付け メリット 問題点 代表格 

１．ｽｸﾗｯﾁ開発 人力 
自由度が高い、人海
戦術が可能。 

①工期が長い。  ②品質が不安定。 
③コストが高い。 ④スキル要求が高い。 

人海 
戦術 

２．第１世代 
  ｿｰｽｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

開発 
ツール 

画面ソース（Htmlな
ど）を一々手動で書く
必要が無い。 

①画面ソースの定義と生成しか出来ない 
②吐き出した画面ソースに手を入れると、  
 ツールの反復使用が出来なくなる。 
③その為、依然大量なコーディングが必要。 

日本製IM
など 

３．第２世代 
  ｿｰｽｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

開発 
ツール 

①第１世代の機能に
加え、ビジネスロジッ
クも定義・生成出来る
様になった。 
②ソースそのものも納
品対象の場合、対応
しやすい。 

①ツールの反復使用を可能にする為、吐き出したソースへの改変が禁止
される。その為、ツール上で、独自Script言語や関数などを用いてコー
ディングする。つまり、コーディングの戦場が外部からツール内部に移った
のに過ぎず、依然大量なコーディングが必要。 
②ソースを生成し吐き出す至上命題に由縁する問題点として、本来エンジ
ン（やライブラリーなど）に任せられる普遍的な機能例えば、BPMエンジン
やトランザクション管理などについても一々コーディングせざるを得ない為、
品質維持と効率化に限界がある。 

南米製
GXなど 
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リッチで使い勝手が良いWeb業務システムを、”ゼロ”コーディングで開発します 

項目 位置付け メリット 問題点 代表格 

４．リポジトリ・ 
 エンジン内蔵 

開発 
パッケージ 

第２世代ｿｰｽｼﾞｪﾈﾚｰﾀの機能に加え、エン
ジン内蔵なので、普遍的な機能の多くは個
別作成する必要がないので、高い品質と効
率化の実現が可能。 

更なる効率化を追求する余地として、業務システ
ムに特化するならば、例えば、入力画面に於いて、
デフォルト値セット、必須チェックや不正チェックな
ど普遍的な事項や機能を、開発（定義）し易い仕
組みへの追求。 

イスラエル製
SPなど 

５．リポジトリ・ 
 エンジン内蔵・  
 穴埋め方式 

開発 
パッケージ 

「リポジトリ・エンジン内蔵」の問題点に着目
し、独自「穴埋め」方式を導入し品質と開発
効率の飛躍的な向上を実現。具体的に、業
務システムに必要な普遍的な事項や機能
を抽出し開発し易い仕組み（下記）を装備
する。 
①BPMエンジンを含め 
 １０数本のエンジン 
②８００以上の「穴」 と @Script体系 
③TodoList & EII & Olap機能も標準装備。 
。 

①「穴埋め」は、一般に高い柔軟性・拡張性を実現
し易い「記述方式」を採用した為、定義UIのﾋﾞｼﾞｭｱ
ﾙ性が欠ける。 
②Web系業務システムのみ。 
③C#.Net、ASP.Netをベーステクノロジーに使用し
た為、標準では、WindowsServerとIISにて使用。 
④但し、Mono（オープンソース）を活用すれば、
Linux、Apacheも使用可能。 
 

ZeroCoder 



6 

ＢＰＭ（業務管理）＆ＥＩＩ（情報検索とサーフィン）＆Ｏｌａｐ（汎用集計） 

そして、開発＆運用＆保守 

三位一体 

     ＺＣの特長その１： 業務システムの側面 

システム開発の最終兵器 

◆最大特長： 

業務進捗運用管理 

仕掛状況監視 

Excel連携、他システム連携 

Webの高度なリッチ性とWindowsアプリー同等の操作性を持合せる 

（Html5・CSS3、AJAX、Jqueryなど最新技術の適用による） 

◆得意分野： 
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システム開発の進捗状況を見える化し、都度お客様の確認を頂きながら次の開発 

ステージに進めて行きます。従ってパイロットシステムが簡単に構築できます。 

     ＺＣの特長その２： 開発ツールの側面  

 （１）開発は、コーディングが殆ど不要なので、 
    従来開発方法より、全体として４倍以上、開発プロセスでは７倍以上の省力化、 

    効率化が図れます。 

 （２）ZCは、用途別のテンプレートページやコンテナーの集合体でもあり、一定規約で 
   定義（「穴埋め」方式と呼ぶ）を行い、アジャイル方式でどんどん仕上げて行きます。 
 （３）定義のみで対応できない部分は、 

    マイクロソフトのVisual Studioで追加、編集することが出来ます。 

 （４）あらゆる業種や業務アプリケーションに適用できます。 

 （５）開発したシステムのユーザアクセス権限を、 

   会社単位、部門単位や担当者単位などきめ細かい設定ができ、また 

   Webサニタイジングセキュリティー対策やSQLインジェクション防止を標準装備しています。 

 

システム開発の最終兵器 
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お客様にとって、コスト、開発期間、メインテナンスに、納得、ご満足いただける 

システム構築ツールです。 

     ＺＣの特長その３： セールスポイント  

 （１）システム構築コストは、通常の１／３に圧縮できます。 
 （２）開発期間はスクラッチ開発の１／４に圧縮可能。 

 （３）コードレスなので、バグが少なく、品質は常に安定。メインテナンスは、フリー。 

   ある程度慣れれば、かなりの改修はお客様でも簡単に実施することができます。 

 （４）標準内蔵のOLAP機能を使えば、月別・顧客別様々な集計表の定義、作成や 

   経営指標も楽にグラフ表示できます（Excelとの自動連携）。 

 （５）システムバージョンアップの追加コストは通常のPKGに比べ格安で可能です。 

 （６）古いシステムのリフォームは、コーディング不要なので、手軽く必要部分又は、 

   切込み易い処から着手し、それこそ真のアジャイル・スパイラル方式で、 

   迅速に段階的に再構築（リフォーム）できます。 

システム開発の最終兵器 
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ビジネスインテリジェンスの応用事例 

     開発実績（BIの事例） 

システム開発の最終兵器 

グラフ実例 
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ZeroCoderは、BPM(Business Process Management) 

つまり、入力や業務管理だけでなく 

ＤＢ、データさえあれば、プログラミングの知識が要らず、 

誰でも簡単な設定で情報サーフィンそして集計表出力など 

アウトプット機能が出来る様になります。 

システム開発の最終兵器 

ZeroCoder標準アウトプット機能について 
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ZeroCoder標準アウトプット機能について 

1．TodoList機能（予警告）：  

業務プロセス、入出荷・納品間近状況や重点監視アイテムなどの仕掛（未完）件数の予警告。 
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ZeroCoder標準アウトプット機能について 

2．EII機能(情報センター)： Enterprise Information Integrate。 

 任意検索、シームレスな情報参照。 
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ZeroCoder標準アウトプット機能について 

3．Olap機能（集計センター）： OnLine Analytical Processing。 

任意条件でＬｉｓｔ、一次元・二次元集計表、歯抜け防止表、フラグやExcel自動連携の定義と出

力を可能にした汎用集計センターで蓄積したデータ分析など活用が簡単 
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ZeroCoder標準アウトプット機能について 

3.1 集計表：  任意条件による任意List、任意集計表（一元、二次元）、歯抜け防止
表、状況表、対比表、複合表などの定義と出力。 

多重列見出し 

情報の 
ブレークダウン表示 
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ZeroCoder標準アウトプット機能について 

3.2 Excelとの連携： 事前に作成した雛形Excelの任意セルに任意データや任意List
や集計表を流し込むことが出来る。 

後は、ExcelはマクロやVBAを駆使して必要な複雑の表やフラグを生成する。 

尚、結果ファイルは、Excelだけでなく、PDFやHTML形式も可能。 

原因コード集計.xlsm （雛形） PCA修理工期.xls  （雛形） 

集計センターの定義済み集計アイテムが
コールされ、集計表の結果データは、この
２つのシートに自動的に流し込まれる。 

◆その１： データシート（隠し）への流し込み 
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ZeroCoder標準アウトプット機能について 

報告ファイル.xlsm （雛形） 

◆その2： 直接、任意セルへの流し込み 

対象集計表やListを直接、必要なところに流し込む。 
尚、集計表は集計センターにてピボット機能以上の複雑な集計表が

定義できるのでExcelのピボット機能を使う必要がありません。 
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     お問合わせ先 

システム開発の最終兵器 

ミウラ株式会社 
〒108-0073 
東京都港区三田３－２－７やよい堂ビル 
TEL : 03-6435-3618  FAX : 03-6435-3617 
MAIL : info@miura-inc.com 
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